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54年 

町 の 人 口 

人 口 9,389 人 （減2) 

男 4,496 人 （増3) 

女 4,893 人 （減5) 

世帯数 2,984世帯（増6) 

出生 9人 転入 29人 

死亡 5人 転出 35人 

(54年8月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

【
一
般
の
部
‘
健
闘
の
水
上
則
安
選
手
（
赤
池
ク
ラ
ブ
）
】
 

【
一
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
坂
元
裕
司
く
ん
】
 

【 

り 

居
原
昌
美
さ
ん
】
 ー 般 1りI告 

無醒綴鴛I百勝ノ 1074)I 1 LLI多フ夢）が健闘 
―第19 回上野峡口ードレース大会― 

第19回上野峡ロードレース大会（日本陸連公認コース赤池町総合グラウンド・上野峡→ 

直方市宮浦→小藤団地折返し）が9月24日（月）、秋晴れの絶好のコンディションのもと盛 

大に行われた。この大会は福岡陸上競技協会・赤池町・町教育委員会主催、朝日新聞社後 

援、町体協主管によるもので、総勢415人（小学生男子45人・女子7人、中学生203人、 

高校生65人、大学・一●船5人）が参加し、各種別とも激戦のレースが展開された。各種別 

A620 1号 の記録は次のとおり 

月 

【
小
学
生
男
子
一
・
三
キ
ロ
】
 

①
坂
元
 
裕
司
（
市
場
小
）
5
分
 10 

秒
 

②
小
松
 
滝
人
（
上
野
小
）
5
分
 18 

秒
 

③
立
花
 
真
一
 

（
市
場
小
）
5
分
 19 

秒
 

Q

女
藤
 

隆
之
（
上
野
小
）
5
分
 29 

秒
 

⑤
柴
垣
 
浩
之
（
市
場
小
）
5
分
 32 

秒
 

⑥
城
野
 
昭
憲
（
上
野
小
）
5
分
 33 

秒
 

【
小
学
生
女
子
一
・
三
キ
ロ
】
 

①
居
原
 
昌
美
（
市
場
小
）
5
分
 52 

秒
 

②
柏
木
 
正
子
（
市
場
小
）
6
分
 02 

秒
 

③
城
野
多
佳
子
（
上
野
小
）
6
分
 13 

秒
 

④
小
松
 
悦
子
（
上
野
小
）
6
分
 34 

秒
 

⑤
小
松
 
幸
子
（
上
野
小
）
6
分
 47 

秒
 

⑥
局
林
ゆ
か
り
（
市
場
小
）
6
分
 55 

秒
 

【
中
学
生
個
人
五
キ
ロ
】
 

①
田
島
 
順
二
（
志
 
徳） 

16 

分
 10 

秒
 

②
黒
岩
 
義
光
（
南
小
倉
）
 
16 

分
 17 

秒
 

③
松
尾
 
貴
司
（
霧
ケ
丘
）
 
16 

分
 45 

秒
 

④
松
下
 
明
尚
（
志
 
徳） 

16 

分
 48 

秒
 

⑤
江
川
 

昇
（
緑
ケ
丘
）
 
16 

分
 56 

秒
 

旦
呂
本
 
和
弥
（
霧
ケ
丘
）
 
16 

分
 59 

秒
 

⑩
浦
田
 
文
晴
（
赤
池
中
）
 

【
中
学
生
団
体
五
ギ
ロ
】
 

①
志
徳
 

②
霧
ケ
丘
 

③
南
小
倉
 

75 48 41 
占 占 占 

【
高
校
十
キ
ロ
】
 

①
大
上
 

力
（
大
牟
田
）
 
33 

分
 04 

秒
 

②
中
村
 

勇
（
大
牟
田
）
 
33 

分
 11 

秒
 

③
須
永
 

宏
（
東
福
岡
）
 
33 

分
 24 

秒
 

【
大
学
・
一
般
十
マ
イ
ル
】
 

①
吉
沢
 

洋
（
日
本
ゴ
ム
）
 
52 

分
 22 

秒
 

②
池
部
 
陽
一
 

（
安
川
電
機
）
 
52 

分
 42 

秒
 

③
原
口
 

豪
（
安
川
電
機
）
 
53 

分
 37 

秒
 

⑩
）
水
上
 

則
安
（
赤
池
ク
ラ
ブ
）
 
56 

分
 16 

秒
 



I 
(3） 第201号 昭和54年10月1日 （2) け

 
か
 

あ
 

報
 

広
 

第201号 広 報 あ か い 昭和54年10月1日 け
 

カ、 あ
 

報
 

広
 

体
協
剣
道
部
郡
体
で
活
躍
ク
 

1
 

5
戦
全
勝
で
優
勝
ー
 

八
月
寸
九
日
回
、
香
春
中
学
校
体
育
 

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
郡
民
体
育
大
 

会
で
、
剣
道
一
般
の
部
に
当
町
剣
道
部
 

か
ら
も
出
場
し
、
大
接
戦
で
は
あ
り
ま
 

し
た
が
五
戦
全
勝
の
見
事
な
成
績
で
優
 

勝
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。
 

戦
績
は
次
の
と
お
り
 

〇
赤
池
3
1
2
川
崎
 
o
赤
池
3
1
2
 

方
城
 
o
赤
池
3
1
2
香
春
A
 

〇
赤
 

池
4
1
1
添
田
 

⑨
優
勝
決
定
戦
 

〇
赤
池
3
1
2
香
春
A
 

〔
選
手
の
紹
介
〕
 

監
督
上
村
常
夫
 
大
将
太
田
淳
一
 
（ 

五
段
教
員
）
 

副
将
武
末
一
郎
（
五
段
 

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
 
一
方
で
空
 

き
巣
ね
ら
い
の
横
行
す
る
季
節
で
も
あ
 

り
ま
す
。
 

家
族
そ
ろ
っ
て
運
動
会
や
ハ
イ
キ
ン
 

グ
に
出
か
け
た
そ
の
ス
キ
に
、
あ
る
い
 

は
、
近
く
の
店
ま
で
買
い
物
に
出
た
ほ
 

10月1lB ~20B 

互いにかけ合う声とカギ 
ん
の
わ
ず
か
な
留
守
 

の
間
に
空
き
巣
ね
ら
 

い
は
ク
ひ
と
仕
事
4
 

す
ま
せ
る
こ
と
が
多
 

い
の
で
す
。
 

十
一
日
か
ら
ニ
十
 

日
ま
で
の
十
日
間
、
 

全
国
い
っ
せ
い
に
防
 

犯
運
動
が
行
わ
れ
ま
 

す。 
ク
両
隣
互
い
に
か
 

け
あ
う
声
と
カ
ギ
ク
 

を
合
言
葉
に
、
 

隣
近
所
が
協
力
し
て
 

空
き
巣
ね
ら
い
に
よ
 

る
被
害
を
な
く
し
ま
 

し
ょ
～
つ
。
 

自
営
）
 

中
堅
有
吉
政
広
（
三
段
自
営
 

） 

四
将
西
保
信
（
三
段
電
々
公
社
）
 

先
鋒
花
元
一
利
（
三
段
自
営
）
 

投
票
日
は
 10 

月
7

日
で
す
 

、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
 

／
最
高
裁
国
民
審
査
 

十
月
七
日
回
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
 

及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
 

投
票
日
で
す
。
 

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
 

投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
 

ま
で
で
す
。
 

▼
投
票
所
 

第
一
投
票
所
 
役
場
旧
第
二
公
民
館
 

第
二
投
票
所
 
上
野
小
学
校
体
育
館
 

第
」
覆
票
所
 
中
尾
保
育
所
 

※
入
場
券
は
必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

▼
投
票
用
紙
は
 

●
黒
色
印
刷
用
紙
 
衆
議
院
議
員
 

●
赤
色
印
刷
用
紙
 
最
高
裁
判
官
 

※
用
紙
は
よ
く
確
め
て
、
ま
ち
が
い
 

の
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

⑥
選
挙
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
赤
 

池
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
課
 

）
に
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ク
郷
の
谷
窯
4
 
と
名
称
が
設
定
さ
る
 

ー 

I
上
野
焼
大
型
共
同
作
業
場
ー
ー
 

雅
と
美
の
気
品
あ
る
郷
土
の
名
産
、
 

上
野
焼
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
手
軽
に
、
 

安
く
、
各
家
庭
の
お
茶
の
間
に
、
か
つ
 

又
郷
土
に
産
業
を
と
、
解
放
運
動
の
一
 

環
と
し
て
、
上
野
天
郷
の
高
台
に
設
置
 

さ
れ
た
作
業
場
は
、
職
業
訓
練
校
と
し
 

て
一
月
に
ク
発
足
力
以
来
、
会
長
以
下
 

作
業
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
技
術
の
習
 

得
と
錬
磨
に
励
ん
で
き
ま
し
た
が
、
七
 

月
よ
り
町
企
業
組
合
と
し
て
発
足
し
、
 

第
一
一
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
 

し
た
。
 

八
月
、
 

「
共
同
窯
元
郷
ノ
谷
窒
ご
と
 

、

〈

 

ト
 

し
て
窯
名
を
設
定
し
、
池
永
理
事
長
以
 

下
作
業
員
一
同
、
技
術
習
得
の
き
び
し
 

さ
を
一
層
心
に
刻
み
、
努
力
し
て
お
り
 

ま
す
。
今
後
共
、
 

一
層
の
ご
指
導
を
お
 

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

「
理
事
長
」
池
永
輝
昭
 

「
副
理
事
長
 

」
小
松
徹
 

「
筆
頭
理
事
」
小
松
千
太
 

郎
 

「
理
事
」
小
松
節
夫
、
池
田
軍
次
、
 

小
松
勝
、
浦
田
秀
雄
、
小
松
照
文
、
木
 

村
忠
 

「
監
事
」
浦
田
鷹
彦
、
木
村
締
 

夫。 W
一 

業
 

W一 

W
一 

業
 

W'A
 

業
 

空
き
巣
ね
ら
い
の
半
数
は
 

堂
々
と
玄
関
か
ら
 

空
き
巣
ね
ら
い
は
、
ど
こ
か
ら
侵
入
 

す
る
の
が
一
番
多
い
か
 

な
ん
と
、
 

玄
関
で
す
。
あ
な
た
の
留
守
の
間
に
、
 

堂
々
と
玄
関
か
ら
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

昨
年
一
年
間
に
全
国
で
発
生
し
た
空
 

き
巣
ね
ら
い
に
よ
る
被
害
は
、
約
十
五
 

カ
件
。
こ
の
う
ち
、
玄
関
か
ら
入
っ
た
 

の
が
約
七
万
件
で
、
全
体
の
半
数
近
く
 

に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
多
い
 

の
が
窓
か
ら
の
侵
入
で
、
約
四
万
件
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

窓
か
ら
入
る
場
合
は
、
そ
の
窓
が
植
 

込
み
や
へ
い
な
ど
の
た
め
、
外
か
ら
見
 

え
な
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
入
る
こ
と
が
 

多
い
よ
う
で
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
玄
関
か
ら
の
侵
入
 

が
一
番
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

そ
れ
は
、
空
き
巣
ね
ら
い
の
悪
知
恵
 

と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
玄
関
ロ
 

は
人
が
出
入
り
し
て
も
何
ら
不
自
然
で
 

は
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
も
コ
ソ
コ
ソ
 

と
入
る
の
で
は
な
く
、
堂
々
と
、
あ
た
 

か
も
そ
の
家
を
訪
ね
て
き
た
か
の
よ
う
 

に
侵
入
す
る
の
で
す
。
 

こ
れ
で
は
、
た
と
え
隣
人
が
空
き
巣
 

ね
ら
い
の
姿
を
見
て
も
、
す
ぐ
に
ド
ロ
 

ボ
ウ
だ
と
は
、
な
か
な
か
気
が
つ
き
に
 

く
い
も
の
で
す
。
 

空
き
巣
ね
ら
い
は
、
 
一
見
し
て
ド
ロ
 

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
日
程
表
 

19H⑨ 
1
8
H
困 1

7
H
困 

16H⑧ 15H⑧ 12H⑨ 
1
1
H
困 

9
H
⑧
 

10日 

10ー15 13ー15 10ー12 10ー15 10ー15 13ー15 10~12 10ー15 10ー15 13ー115 10~112 
時
 
間
 

赤
池
町
役
場
 

赤
池
保
育
所
 

町
営
伏
原
団
地
 

集
会
所
 

田
川
農
協
赤
池
支
所
 

（
上
野
原
出
）
 

中
町
・
南
町
 

団
地
集
会
所
 

大

久

保

 

（
大
久
保
サ
カ
キ
宝
逃
 

大
浦
共
同
 

作
業
所
前
 

老

人

ホ

ー

ム

 

三
区
集
会
所
 

八

区

 

（
立
花
利
光
氏
宅
前
）
 

草
場
集
会
所
 

場
 

所
 

料
金
 
無
料
 

一 ） ノ

ノ

 

、
I
/J

、 

ボ
ウ
と
わ
か
る
よ
う
な
不
自
然
さ
を
極
 

力
避
け
る
よ
う
で
す
。
 

で
す
か
ら
、
玄
関
の
カ
ギ
も
主
錠
の
 

ほ
か
に
も
う
ー
つ
補
助
錠
を
取
り
付
け
 

る
カ
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
ク
方
式
 

の
場
合
は
、
補
助
錠
を
ヒ
ザ
の
位
置
と
 

か
頭
の
高
さ
と
い
っ
た
位
置
に
す
る
と
 

よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
お
く
と
、
 

空
き
巣
ね
ら
い
が
カ
ギ
を
開
け
る
と
き
、
 

し
ゃ
が
ん
だ
り
、
手
を
上
げ
た
り
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ど
う
し
て
も
不
自
然
 

な
姿
勢
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
 

す。 玄
関
の
ド
ア
は
、
ワ
ン
ド
ア
・
ツ
ー
 

ロ
ッ
ク
で
ー
 

ー
空
き
巣
ね
ら
い
の
被
害
防
止
 

空
き
巣
ね
ら
い
の
被
害
を
防
ぐ
の
は
、
ふ
だ
ん
家
に
い
る
こ
と
の
多
い
 

主
婦
の
方
 

あ
な
た
が
家
を
守
る
ク
カ
ギ
）
を
握
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
。
 

ガ
ほ
ん
の
ち
よ
つ
と
の
間
ガ
 

で
も
カ
ギ
を
忘
れ
ず
に
 

空
き
巣
ね
ら
い
は
、
カ
ギ
の
か
け
忘
 

れ
を
目
ざ
と
く
見
つ
け
ま
す
。
と
く
に
 

玄
関
に
は
全
神
経
を
集
中
し
て
い
ま
す
 

か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
空
き
巣
ね
ら
い
の
ひ
と
仕
事
 

の
“
所
要
時
間
方
は
「
カ
ギ
開
け
三
分
、
 

物
色
五
分
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
素
早
い
 

も
の
で
す
。
 

で
す
か
ら
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
、
ほ
 

ん
の
五
分
が
、
実
は
危
な
い
の
で
す
。
 

外
出
の
と
き
は
必
ず
カ
ギ
を
お
忘
れ
な
 

く

。

 出
か
け
る
と
き
は
、
 

隣
近
所
に
ひ
と
声
か
け
ま
 

し
よ
ー
つ
 

空
き
巣
ね
ら
い
は
ク
仕
事
山
い
 
に
人
 

と
顔
を
あ
わ
す
の
を
極
端
に
き
ら
い
ま
 

す。 も
し
、
隣
近
所
の
留
守
の
家
に
人
が
 

来
て
、
不
審
に
思
わ
れ
た
と
き
は
、
「
ど
 

ち
ら
を
お
訪
ね
で
す
か
」
な
ど
と
、
ひ
 

☆
 

和
名
 
神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）
 

八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
々
が
 

出
雲
の
国
に
集
ま
り
た
ま
う
と
い
う
こ
 

と
か
ら
、
雷
が
無
く
な
る
月
と
も
い
わ
 

れ
る
。
 

1
日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

共
同
募
金
始
ま
る
 

法
の
日
・
更
衣
・
全
国
労
 

働
衛
生
週
間
始
ま
る
 

5
日
（
金
）
 

十
五
夜
 

7
日
（
日
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
画
ン
タ
世
 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
 

量
局
裁
判
所
裁
判
官
国
民
 

審
査
投
票
日
 

9
日
（
火
）
 

赤
池
町
秋
祭
り
・
寒
露
 

10 

日
（
水
）
 

赤
池
町
秋
祭
り
 

目
の
愛
護
デ
ー
 

体
育
の
日
 

14 

日
（
日
）
 

行
政
相
談
（
中
尾
保
育
所
）
 

鉄
道
記
念
日
 

15 

日
（
月
）
 

町
敬
老
会
 

17 

日
（
水
）
 

行
政
相
談
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

貯
蓄
の
日
 

18 

日
（
木
）
 

統
計
の
日
 

20 

日
（
土
）
新
聞
週
間
始
ま
る
 

22 

日
（
月
）
京
都
鞍
馬
の
火
祭
り
 

23 

日
（
火
）
 

電
信
電
話
記
念
日
 

24 

日
（
水
）
 

国
連
の
日
・
霜
降
 

26 

日
（
金
）
 

原
子
力
の
日
 

27 

日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
戸
タ
m
) 

読
書
週
間
始
ま
る
 

31 

日
（
水
）
 

世
界
勤
倹
デ
ー
 

ー

 

j
 

と
声
か
け
て
く
だ
さ
い
。
空
き
巣
ね
ら
 

い
で
あ
れ
ば
、
そ
の
場
を
い
い
つ
く
ろ
 

っ
て
退
散
す
る
で
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
ひ
と
声
か
け
る
と
、
相
手
の
 

顔
な
ど
が
強
く
印
象
に
残
り
、
あ
と
で
 

犯
人
逮
捕
に
協
力
で
き
る
な
ど
地
域
ぐ
 

る
み
の
防
犯
運
動
に
役
立
ち
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
留
守
山
ー
に
新
聞
な
ど
が
 

玄
関
先
に
た
ま
る
と
、
空
き
巣
ね
ら
い
 

に
目
を
つ
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
隣
近
所
 

の
人
に
頼
ん
で
、
と
っ
て
お
い
て
も
ら
 

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 



(5） 第201号 昭和54年10月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第201号 昭和54年10月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

まち 

の
 

一
 芸

 
文
 

子
 
規
 
忌
 

一 

三
木
 
春
翁
 

明
治
よ
り
大
正
に
か
け
て
西
洋
文
化
 

の
流
入
は
、
国
連
と
共
に
日
本
の
？
W
筏
 

文
学
の
隆
盛
と
開
花
を
も
た
ら
し
た
。
 

俳
句
も
ま
た
、
近
代
文
学
の
一
翼
と
 

し
て
こ
れ
と
軌
を
ー
に
し
て
発
展
開
花
 

し
た
の
で
あ
る
。
 

正
岡
子
規
は
、
こ
の
現
代
俳
句
の
先
 

駆
者
で
あ
り
、
指
導
者
で
あ
っ
た
。
高
 

浜
虚
子
は
子
規
の
後
継
者
と
し
て
花
鳥
 

楓
詠
の
俳
句
を
完
成
さ
せ
、
現
代
俳
句
 

の
主
流
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

子
規
は
明
治
三
十
五
年
九
月
十
九
日
 

没
。
亨
年
三
十
六
歳
。
そ
の
絶
筆
に
 

●
疲
一
斗
糸
瓜
の
水
も
間
に
合
は
ず
 

他
に
二
句
が
あ
る
。
子
規
を
看
護
の
 

た
め
そ
の
夜
泊
っ
て
い
た
虚
子
の
句
は
 

●
子
規
逝
く
や
十
七
日
の
月
明
け
に
 

現
代
の
俳
句
を
学
ぶ
者
は
、
そ
の
先
 

駆
者
で
あ
り
指
導
者
で
あ
る
子
規
の
忌
 

日
に
会
し
て
句
会
を
催
し
、
そ
の
霊
を
 

肥
る
と
共
に
、
故
人
の
意
志
を
継
承
し
 

て
、
日
々
新
な
る
努
カ
を
祈
念
す
る
も
 

の
で
あ
る
。
 

当
町
に
お
い
て
、
私
た
ち
も
ま
た
毎
 

高
血
圧
の
人
の
日
常
生
活
 

ー
④
ー
 

●
 
食
生
活
 

食
塩
の
摂
取
量
の
多
い
地
域
に
は
高
 

血
圧
の
人
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
食
 

生
活
を
み
ま
す
と
、
塩
味
の
噌
好
傾
向
 

が
強
い
よ
う
で
す
。
高
血
圧
の
人
の
食
 

塩
摂
取
量
を
調
査
し
て
み
ま
す
と
、
一
 

日
の
食
塩
摂
取
量
と
し
て
 20 

グ
ラ
ム
以
 

上
と
っ
て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
 

ん
。
一
般
に
一
日
の
食
塩
摂
取
量
は
 10 

ー
 15 

グ
ラ
ム
で
十
分
で
す
か
ら
、
高
血
 

圧
の
人
は
一
日
6
グ
ラ
ム
程
度
、
心
臓
 

・
腎
臓
の
疾
患
の
あ
る
人
は
3
グ
ラ
ム
 

程
度
に
お
さ
え
た
い
も
の
で
す
。
塩
分
 

摂
取
を
極
力
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。
 

●
 
過
労
・
興
奮
は
禁
も
つ
 

過
度
の
肉
体
労
働
は
血
圧
を
上
昇
さ
 

せ
ま
す
。
高
血
圧
ぎ
み
の
人
は
血
圧
の
 

程
度
に
合
っ
た
仕
事
を
す
る
こ
と
が
の
 

ぞ
ま
し
く
、
疲
労
し
た
時
は
十
分
な
睡
 

眠
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
 

か
け
ご
と
を
し
た
り
、
も
の
ご
と
に
興
 

奮
す
る
と
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。
競
馬
 

競
輪
や
マ
ー
ジ
ャ
ン
等
の
勝
負
ご
と
は
、
 

そ
の
最
中
に
脳
卒
中
を
起
こ
す
こ
と
も
 

あ
り
ま
す
。
す
ぐ
興
奮
し
が
ち
の
人
は
、
 

適
当
に
気
分
転
換
を
し
て
、
気
持
タ
落
 

ち
着
け
る
心
の
持
ち
か
た
が
大
切
で
す
。
 

年
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
白
石
天
留
翁
先
生
 

宅
に
て
子
規
忌
の
句
会
を
催
し
て
い
る
。
 

今
年
は
同
句
会
に
て
次
の
よ
う
な
句
 

を
得
ま
し
た
。
 

●
散
り
敷
き
て
萩
の
白
さ
を
失
は
ず
 

園
 
女
 

●
没
し
た
る
日
の
色
残
る
鰯
雲
 雨

 
亭
 

●
白
萩
の
暮
れ
て
水
音
高
ま
り
し
 

秋
風
子
 

●
一
つ
濃
く
灯
し
て
子
規
忌
宿
な
り
し
 

桜
ン
坊
 

●
白
萩
に
水
美
し
く
流
れ
け
り
 清

 
子
 

●
糸
瓜
忌
の
人
ら
し
畦
を
五
、
六
人
 

ひ
さ
し
 

●
野
牡
丹
の
露
の
む
ら
さ
き
散
り
カ
て
 

も
 

は
る
の
女
 

●
峡
の
田
の
案
山
子
は
ど
れ
も
老
け
て
 

を
り
 

一 

歩
 

●
暮
な
ず
む
堰
に
白
萩
花
明
り
 静

 
子
 

●
返
り
咲
く
鉄
線
に
も
う
き
び
し
さ
は
 

駒
．
女
 

●
夜
の
と
ば
り
と
は
白
萩
に
い
ち
早
く
 

て
い
子
 

一
（
し
底
砺
 蓑g 

③
 
な
が
湯
は
禁
も
つ
 

入
浴
は
、
あ
つ
す
ぎ
な
い
湯
か
げ
ん
 

( 40 

で
前
後
）
が
良
く
、
な
が
湯
は
疲
 

労
を
伴
い
ま
す
の
で
禁
も
つ
で
す
。
 

O
 
寒
さ
と
ト
イ
レ
に
 

気
を
つ
け
よ
う
 

高
血
圧
の
人
が
寒
い
と
こ
ろ
で
仕
事
 

を
し
て
い
た
た
め
に
、
脳
立
山
ー
を
起
こ
 

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
、
冬
の
 

外
出
に
は
、
暖
か
い
服
装
が
必
要
で
す
。
 

ま
た
、
急
に
冷
た
い
水
を
使
っ
た
り
す
 

る
の
も
血
圧
を
急
上
昇
さ
せ
ま
す
の
で
、
 

洗
面
な
ど
は
お
湯
に
し
た
い
も
の
で
す
。
 

発
作
を
起
こ
す
場
所
に
ト
イ
レ
が
あ
 

げ
ら
れ
ま
す
が
、
ト
イ
レ
は
暖
か
く
し
、
 

で
き
れ
ば
洋
式
に
変
え
て
、
リ
キ
ま
ず
 

に
排
便
を
す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

⑤
 
く
す
り
の
利
用
 

本
態
性
高
血
圧
症
の
診
断
を
受
け
、
 

日
常
の
一
般
的
痔
雀
法
で
も
十
分
な
降
圧
 

作
用
が
得
ら
れ
な
い
時
、
投
薬
が
開
始
 

さ
れ
ま
す
。
本
態
性
高
血
圧
症
に
対
す
 

る
薬
剤
に
よ
る
治
療
は
、
原
因
療
法
で
 

は
な
く
、
持
続
的
に
血
圧
に
よ
る
症
状
 

や
合
併
症
を
お
さ
え
る
こ
と
に
あ
る
た
 

め
に
、
投
薬
を
開
始
し
た
人
は
、
生
涯
、
 

薬
を
服
用
す
る
覚
悟
が
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
突
然
く
す
り
か
缶
・
止
し
た
た
 

め
に
脳
卒
中
や
心
不
全
を
誘
発
す
る
こ
 

と
も
あ
リ
ま
す
。
ま
た
、
く
す
り
に
は
 

●
読
み
さ
し
の
虚
子
物
語
子
規
肥
る
 

春
 
翁
 

●
教
職
に
老
ひ
て
悔
な
し
子
規
肥
る
 

加
寸
美
 

●
子
規
肥
る
心
と
な
り
て
星
仰
ぐ
 

聖
 
子
 

晩
 

秋
 

（
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
）
 

松
本
た
か
し
 

晩
秋
と
い
う
言
葉
の
語
呂
は
と
て
も
 

“
ロ
マ
ン
ク
に
と
ん
で
、
そ
の
ひ
び
き
 

の
感
じ
は
よ
い
。
そ
し
て
若
い
人
達
に
 

と
っ
て
も
、
我
々
年
よ
り
に
し
て
も
人
 

生
の
哀
愁
を
覚
え
さ
さ
れ
、
セ
ン
チ
メ
 

ン
タ
ル
に
も
な
り
、
又
、
我
々
は
過
ぎ
 

去
り
し
若
か
り
し
頃
を
思
い
う
か
べ
、
 

哀
感
こ
も
ご
も
悔
と
共
に
胸
い
た
む
こ
 

と
で
あ
る
。
 

空
と
い
い
、
雲
と
い
い
、
風
と
い
い
、
 

山
野
と
い
い
、
そ
の
自
然
の
移
り
か
わ
 

り
は
、
我
々
の
肩
を
軽
く
た
た
か
れ
る
 

よ
う
な
和
み
も
覚
え
る
も
の
で
も
あ
る
。
 

く
り
か
え
し
、
く
り
か
え
す
、
こ
の
 

季
節
の
哀
感
は
、
我
々
年
よ
り
に
人
生
 

の
果
て
の
う
ら
淋
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
 

味
わ
わ
し
め
、
そ
し
て
己
の
歩
ん
で
き
 

た
道
の
人
生
残
務
の
整
理
に
そ
ぞ
ろ
悔
 

の
多
き
こ
と
を
覚
え
さ
し
て
く
れ
る
。
 

し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
そ
れ
ら
が
 

す
べ
て
の
人
の
そ
れ
ぞ
れ
歩
ん
で
き
た
 

人
生
と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
く
す
り
に
は
 

副
作
用
も
あ
り
、
自
分
勝
手
に
服
用
す
 

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
、
常
に
医
師
 

の
指
示
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

国
民
年
金
特
例
納
付
に
係
る
 

世
帯
更
正
資
金
の
貸
付
 

国
民
年
金
の
特
例
納
付
制
度
が
実
施
 

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
ご
承
知
 

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
特
例
納
付
 

制
度
期
間
中
（
 55 

年
6
月
 30 

日
ま
で
）
に
 

一
人
で
も
多
く
の
人
が
年
金
受
給
権
を
 

得
取
で
き
る
よ
う
に
、
本
年
9
月
か
ら
 

社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
 

に
お
い
て
世
帯
更
正
資
金
の
貸
付
業
務
 

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
 

ら
せ
し
ま
す
。
 

貸
付
対
象
と
な
る
世
帯
は
、
低
所
得
 

世
帯
で
あ
る
こ
と
等
、
他
に
も
条
件
が
 

あ
り
ま
す
の
で
、
貸
付
か
包
巾
望
さ
れ
る
 

人
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
業
務
担
当
窓
ロ
（
 

固
四
六
四
六
）
か
、
又
は
役
場
国
民
年
 

金
係
窓
ロ
に
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ご
存
知
で
す
か
ノ
 

通
算
年
金
制
度
 

ー
つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
る
加
入
期
間
ー
 

日
本
の
年
金
制
度
に
は
、
国
民
年
金
 

の
ほ
か
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
 

ど
八
つ
の
制
度
が
あ
り
、
職
業
に
よ
っ
 

た
だ
思
う
こ
と
は
、
遂
次
、
残
り
少
な
 

く
な
り
つ
つ
あ
る
大
切
な
日
々
を
、
ほ
 

ん
の
少
し
で
皇
忌
義
あ
る
よ
き
日
で
あ
 

り
ま
す
よ
う
大
事
に
お
く
り
つ
づ
け
た
 

い
も
の
で
あ
る
。
 

●
か
れ
枝
に
鳥
の
と
ま
り
け
り
秋
の
暮
 

芭
 
蕉
 

●
永
却
の
涯
に
火
燃
ゆ
る
秋
思
か
な
 

朱
 
鳥
 

盆
栽
の
花
を
よ
く
 

咲
か
せ
る
コ
ッ
⑤
 

（
赤
池
下
町
）
 

中
村
 
市
郎
 

今
年
は
サ
ツ
キ
の
花
が
よ
く
咲
か
な
 

い
、
咲
か
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
 

か
…
。
こ
う
い
う
こ
と
を
年
に
よ
っ
て
 

感
じ
ま
す
。
し
か
し
考
え
て
み
る
と
盆
 

栽
は
生
き
た
植
物
で
あ
り
、
た
ん
に
花
 

が
咲
か
な
い
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
の
 

理
由
が
あ
り
、
そ
の
結
果
な
の
だ
か
ら
 

気
付
い
た
こ
と
を
記
し
て
み
た
。
 

日
、
植
替
え
を
怠
る
と
花
芽
が
つ
き
に
 

く
い
。
盆
栽
は
限
ら
れ
た
土
で
生
育
し
 

て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
根
が
い
っ
ぱ
い
 

に
な
り
、
水
分
も
肥
料
分
も
吸
収
が
で
 

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
随
っ
て
気
水
 

の
流
通
の
よ
い
状
態
に
し
て
お
か
な
い
 

と
い
け
な
い
。
 

口
、
用
土
に
も
十
分
注
意
し
て
、
赤
玉
 

土
だ
け
や
砂
だ
け
で
も
い
け
な
い
場
合
 

も
あ
る
。
樹
種
に
も
よ
る
が
、
腐
葉
土
 

J
 

J
 

て
、
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
す
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
年
金
制
度
で
、
老
齢
（
退
 

職
）
年
金
を
受
け
る
に
は
一
定
の
加
入
 

期
間
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
長
い
一
 

生
の
中
で
は
職
業
が
変
り
、
加
入
し
て
 

い
る
年
金
制
度
も
変
る
こ
と
が
あ
り
ま
 

す
。
そ
う
す
る
と
、
一
つ
の
年
金
制
度
 

の
加
入
期
間
だ
け
で
は
年
金
を
受
け
る
 

の
に
必
要
な
期
間
が
足
り
な
く
な
る
と
 

い
う
場
合
も
で
て
き
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
国
民
皆
年
金
の
意
味
も
 

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
各
年
金
制
度
の
 

加
入
期
間
を
合
算
し
て
次
の
一
定
期
間
 

以
上
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
 

に
合
っ
た
年
金
を
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か
 

ら
支
給
し
ょ
う
と
い
う
の
が
「
通
算
年
 

金
制
度
」
で
す
。
 

通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
 

る
の
に
必
要
な
期
間
 

①
各
公
的
年
金
制
度
の
加
入
期
間
が
合
 

算
し
て
二
十
五
年
以
上
あ
る
こ
と
。
 

向
室
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
の
加
入
 

期
間
が
合
算
し
て
二
十
年
以
上
。
 

た
だ
し
、
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
 

に
生
ま
れ
た
人
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
 

月
以
降
の
合
算
期
間
が
十
年
か
ら
二
十
 

四
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
（
国
 

民
年
金
で
は
遺
児
」
止
ム
皿
）
に
も
通
算
制
 

度
が
あ
り
ま
す
。
 

厚
止
童
・
金
な
ど
の
期
間
を
ム
ダ
に
 

を
併
用
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
 

日
、
日
当
り
の
よ
い
と
こ
ろ
に
置
く
こ
 

と
。
花
芽
の
形
成
な
ら
び
に
開
花
に
は
 

日
光
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
光
な
く
 

し
て
開
花
な
し
、
と
い
え
よ
う
。
 

四
、
水
切
れ
を
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。
 

特
に
開
花
中
の
水
切
れ
は
樹
を
疲
れ
さ
 

せ
、
翌
年
の
花
芽
の
形
成
に
悪
影
響
を
 

与
え
る
。
 

国
、
施
肥
も
大
切
で
あ
る
。
花
物
盆
栽
 

の
場
合
は
油
粕
の
単
用
で
は
い
け
な
い
。
 

骨
粉
も
ま
ぜ
あ
た
え
て
、
燐
酸
や
加
里
 

分
の
補
助
に
務
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
 

だ
し
開
花
中
は
一
時
中
止
す
る
こ
と
。
 

因
、
花
が
終
っ
た
ら
、
実
を
観
賞
す
る
 

場
合
は
別
と
し
て
、
花
粕
を
す
べ
て
取
 

除
く
よ
う
に
す
る
。
そ
の
方
が
樹
が
疲
 

れ
な
い
。
 

田
、
枝
の
勇
定
は
開
花
直
後
に
や
る
方
 

が
よ
い
と
思
う
。
大
切
な
翌
年
の
花
芽
 

形
成
期
に
整
枝
を
す
る
と
、
花
芽
を
失
 

な
う
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
。
 

囚
、
夏
の
土
用
中
は
施
肥
を
控
え
る
。
 

多
く
の
花
樹
類
の
花
芽
形
成
期
に
あ
た
 

る
の
で
、
あ
ま
り
肥
培
す
る
と
花
芽
が
 

葉
芽
に
変
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
 

特
に
サ
ツ
キ
類
は
特
に
注
意
を
し
ま
し
 

よ、つ。 
し
な
い
た
め
に
 

つ
づ
く
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
め
て
、
厚
生
年
 

金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
で
な
く
な
っ
 

た
ら
、
そ
の
年
金
制
度
で
老
齢
（
退
職
 

）
年
金
の
受
給
資
格
を
満
し
て
い
な
い
 

限
り
、
必
ず
国
民
年
金
に
奥
さ
ん
と
ご
 

一
緒
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

（
二
十
歳
ー
五
十
九
歳
の
間
）
 

そ
う
し
な
い
と
、
せ
っ
か
く
の
そ
れ
 

ま
で
の
厚
生
年
金
な
ど
の
掛
金
が
ム
ダ
 

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
め
た
ら
、
そ
れ
ま
 

で
の
厚
生
生
ム
皿
な
ど
の
期
間
を
ム
ダ
に
 

し
な
い
た
め
に
、
必
ず
市
区
町
村
役
場
 

の
窓
ロ
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
 

し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
通
算
年
金
は
、
個
々
人
の
職
 

歴
や
年
金
加
入
歴
で
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
 

ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
あ
な
た
一
」
 

自
身
の
具
体
的
な
こ
と
は
社
会
保
険
事
 

務
所
、
ま
た
は
役
場
国
民
年
金
係
の
窓
 

口
（
5
番
）
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

ゴミはポリ袋に・・・ 

家庭用ゴミは必ずポリ袋に入れて 

収集日に出すようにしましょう。 

ノポリ袋は役場衛生係で、、 

、1枚7円でおわlナしますノ 

一役場衛生係ー 


